
会議の概要(議事録) 

 

会議の名称  
（番号） 

2-10 
令和４年度墨田区学童災害共済審査会 

開 催 日 時  
書面開催 

【審議期間】令和４年８月１６日（火）から令和４年９月２日（金）まで 

開 催 場 所 書面開催 

出 席 者 数 

１１人  

【委員】 じんの博義  田口哲也  小澤裕二  末富裕二  泉和典  

川中子登志雄  織部明広  宮本知幸 

【事務局】学務課長  給食保健・就学相談担当主査  給食保健・就学相談担当職員 

会 議の 公開 

（ 傍 聴 ） 

公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 
傍聴者数 ――― 

議 題 

１ 令和４年度墨田区学童災害共済審査会会長及び副会長の選出 

２ 令和３年度墨田区学童災害共済事業の実績について 

３ 令和４年度墨田区学童災害共済事業の現況について 

配 付 資 料 

１ 令和４年度墨田区学童災害共済審査会会長及び副会長の選出 

２ 令和３年度墨田区学童災害共済実績報告（※給付事例は公表資料から除く。） 

３ 令和４年度墨田区学童災害共済事業現況報告  

４ 墨田区学童災害共済制度の概要 

５ 墨田区学童災害共済条例及び施行規則 

会 議 概 要 

【書面開催方法】 

事務局から資料及び書面審議書を郵送等で配付し、委員から提出された書面審議書に

より、決議を行った。また、委員からの意見・質問等については、事務局が追加資料

を作成し、郵送等で配付し回答した。 

【審議事項】 

１ 令和４年度墨田区学童災害共済審査会会長及び副会長の選出 

  会長は、じんの博義委員、副会長は泉和典委員が選出された。 

２ 令和３年度墨田区学童災害共済事業の実績 

  令和３年度墨田区学童災害共済事業の実績を報告し、承認された。 

３ 令和４年度墨田区学童災害共済事業の現況 

  令和４年度墨田区学童災害共済事業の現況を報告し、承認された。 

所 管 課 教育委員会事務局学務課給食保健･就学相談担当（内線５１３３） 

 



（敬称略）

選出区分 氏名 役職名

会長 じんの　博義 墨田区議会子ども文教委員長

副会長 泉　和典 墨田区立中学校ＰＴＡ連合会長

選出区分 氏名 役職名

じんの　博義 墨田区議会子ども文教委員長

田口　哲也 墨田区医師会

青少年関係団体の長 小澤　裕二 墨田区少年団体連合会長

末富　裕二 墨田区立小学校ＰＴＡ協議会長

泉　和典 墨田区立中学校ＰＴＡ連合会長

川中子　登志雄 墨田区立第三吾嬬小学校長

織部　明広 墨田区立竪川中学校長

区職員 宮本　知幸 墨田区教育委員会事務局次長

任期：令和４年７月１日から令和５年６月３０日まで

学識経験者

学童の保護者

校長

令和４年度墨田区学童災害共済審査会会長及び副会長の選出

　審査会における会長及び副会長の選出については、墨田区学童災害共済条例施行規則第
８条に基づき、委員の互選により選出することとなっているが、自薦・他薦の申出がな
かったので次のとおり選出する。

令和４年度墨田区学童災害共済審査会委員名簿（敬称略）

審議事項 １



１　加入状況

（１）学校ごとの一括申込み　　　　

     　　　区立小学校（25校）      人

       　　　区立中学校（10校）    人

　　　　　          　　小 　　 計 （35校）　 人

（２）個人申込み 　

区立小・中学校（区外転入等） 3 人

       　　　私立中学校（区内在住者） 2 人

　　　　　          　　小 　　 計 5 人

（３）合  計 人  ・・・　① うち生活保護・就学援助 人 ・・・　②

２　保護者掛金及び区負担金の収支

（１）収入 円 

保護者掛金 11,030人（①－②）×50円　 551,500 円

区負担金 　 869,100 円

　（内訳） 加入者分　　 　14,206人×50円　 710,300 円

掛金免除者分　   3,176人×50円　 158,800 円

（２）支出 43件　見舞金給付額 円 

（３）基金への繰入金 838,000 円

３　見舞金給付状況

（１）見舞金別

　　ア. 学校管理下外での死亡 イ. 学校管理下外での負傷

件数 等　級 件数 件数

１等級 1 0

２等級 1 0

３等級 0 1

４等級 0 0

５等級 0 0

６等級 0 2

７等級 0 2

ウ．学校管理下の負傷 ８等級 1 4

　（スポーツ振興センター給付対象外） ９等級 0 7

24件 小　計 件 件

※診療報酬500点未満のため 合　計 19 件

35,000円

25,000円

20,000円

通院のみの負傷

80,000円

70,000円

60,000円

50,000円

40,000円

3,176

10,000円

16

10,226

3,975

14,201

14,206

1,420,600

583,000

一律　2,000円 3

35,000円　

25,000円　

20,000円　

③保護者の監督下での
　死亡（①の死亡を除く）

400,000円 0
50,000円　

40,000円　

80,000円　

②保護者の監督下外での
　死亡（①の死亡を除く）

500,000円 0
70,000円　

60,000円　

令和３年度　墨田区学童災害共済実績報告

区分 見舞金の額 入院を伴う負傷

①各種団体行事参加中
　又は公共施設内での死亡

600,000円 0
100,000円　

審議事項 ２



（２）負傷別

種類 中学校

骨折 5

捻挫 2

打撲 3

挫創・挫傷 2

切創・切傷 0

裂創・裂傷 0

その他 2

小　計 14

合　計 件

４　学童災害共済掛金・見舞金の過去５年の推移（平成28年度～令和2年度）

年度
支出

（給付金額）

平成28年度 403,000円

平成29年度 279,000円

平成30年度 1,004,000円

令和元年度 666,000円

令和２年度 986,000円

給付率①
（加入者数
に対する給

付件数）

0.20%

0.19%

0.27%

給付率②
（収入に対
する支出）

29.27%

差引額
（収入－支出）

974,000円

1,106,700円

386,300円

733,700円

440,900円

20.13%

72.21%

47.58%

69.10%

13,857人

13,903人

13,770人 27件

10

29

加入者数

43

1,390,300円

収入
（掛金＋

区負担金）

0.26%

給付件数

27件

7

2

7

2

0

1

1,385,700円

小学校

0.17%

38件

37件

24件

1,377,000円

13,997人

14,269人

1,399,700円

1,426,900円



１　保護者掛金及び区負担金の収支　（Ｒ4.8.10現在）

　(1)収入 円

 　　　　　　　        　9,580人×50円             479,000円保護者掛金 11,706人×50円 585,300 円

　　　 　　　　　　        　     　          　　　　921,200円区負担金  840,500 円

　（内訳） 加入者分 14,258人×50円 712,900 円

掛金免除分      　　2,552人×50円 127,600 円

基金繰入金 500,000 円

　(2)支出（見舞金給付分） 204,000 円

２　見舞金給付件数　（Ｒ4.8.10現在）

小学校10件、中学校1件　合計11件　 204,000円

　　(1) 見舞金別

　　ア．学校管理下外の死亡 イ．学校管理下外の負傷

件数 等　級 件数 件数

１等級 0 0

２等級 0 0

３等級 0 0

４等級 1 0

５等級 0 0

６等級 0 1

７等級 0 1

ウ．学校管理下の負傷 ８等級 0 2

　（スポーツ振興センター給付対象外） ９等級 0 4

2 件 小　計 件 件

※診療報酬500点未満のため 合　計 9 件

　　(２）負傷別

種類 中学校

骨折 0

捻挫 0

打撲 1

挫創・挫傷 0

切創・切傷 0

裂創・裂傷 0

その他 0

小　計 1

合　計 件

令和４年度　墨田区学童災害共済事業現況報告

区分 見舞金の額 入院を伴う負傷 通院のみの負傷

①各種団体行事参加中
　又は公共施設内での死亡

600,000円 0
100,000円 80,000円

80,000円 70,000円

②保護者の監督下外での
　死亡（①の死亡を除く）

500,000円 0
70,000円 60,000円

60,000円 50,000円

10,000円

③保護者の監督下での
　死亡（①の死亡を除く）

400,000円 0
50,000円 40,000円

40,000円 35,000円

一律　2,000円 1 8

小学校

35,000円 25,000円

25,000円 20,000円

20,000円

1

10

1,925,800

11

5

1

1

2

0

0

審議事項 ３



 

墨田区学童災害共済制度の概要 

 

１ 目 的 

  墨田区学童災害共済制度は、児童・生徒が学校管理下外の災害において死亡・

負傷した場合、保護者に見舞金を送り、その心労を慰めることを目的として作ら

れた制度です。 

  この共済制度は、加入者の掛金と区の負担金によって運営されています。 

 

２ 加入資格（加入できる方） 

  次に掲げる学校に在学している児童及び生徒の保護者 

 （１）区立小学校又は中学校 

 （２）特別支援学校（小学部又は中学部に限る。） 

 （３）私立小学校又は中学校 

 （４）（１）を除く国公立小学校又は中学校 

    ※（２）から（４）にあっては、区に住所を有する児童及び生徒に限る。 

 

３ 掛金及び負担金 

  加入者 1 名につき年 100 円（うち保護者掛金 50 円、墨田区負担金 50 円） 

  ※生活保護世帯及び就学援助の認定を受けた世帯は、保護者負担金は免除され、

区が負担します。 

 

４ 見舞金額 

  死亡の場合 状況に応じて 40 万円～60 万円 

  負傷の場合 通院・入院の状況と治療期間に応じて 2 千円～10 万円 

 

５ 共済期間 

  本共済制度に加入した日から翌年 3 月 31 日までです。 

  ※4月 1日に加入資格のある方には、7月 20日までに加入申込みいただき、4月

1日に遡及して加入資格が適用されます。 

 

６ 学童災害共済審査会の開催等 

  本審査会は、墨田区学童災害共済条例第 13 条に基づき設置されています。 

学校管理下外で児童・生徒が死亡又は重大な負傷をした場合に会長が招集し

開催され、共済見舞金の給付に関し必要な事項を調査審議します。 

 資料１ 



○墨田区学童災害共済条例 
昭和５６年３月３１日 

条例第１４号 
改正 昭和５７年９月３０日条例第３６号 

昭和６１年３月３１日条例第２２号 
平成１８年１２月８日条例第６１号 

（目的） 
第１条 この条例は、墨田区（以下「区」という。）と学童の保護者との協力の下に学童災

害共済制度を設け、学童が放課後、休日等において災害を受けた場合に、保護者に対し見
舞金を贈り、もってその心労を慰めることを目的とする。 
（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると
ころによる。 
（１） 学童 次に掲げる学校に在学している児童及び生徒をいう。ただし、ロ、ハ及び

ニに掲げる学校にあっては、区に住所を有する児童及び生徒に限る。 
イ 区立小学校又は中学校 
ロ 特別支援学校（小学部又は中学部に限る。） 
ハ 私立小学校又は中学校 
ニ イを除く国公立小学校又は中学校 

（２） 災害 次に掲げる事故等以外の原因による負傷及び死亡をいう。 
イ 交通事故 
ロ 暴風、豪雨、地震、大規模火災その他の異常現象 
ハ 本人の重大な過失又は故意の犯罪行為 
ニ その他区長が指定する事故等 

（３） 学校管理下 独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令（平成１５年政令
第３６９号）第５条第２項に規定する学校の管理下をいう。 

（昭５７条３６・平１８条６１・一部改正） 
（共済に加入できる者） 

第３条 墨田区学童災害共済（以下「共済」という。）に加入できる者は、学童の保護者と
する。 
（共済見舞金） 

第４条 共済見舞金の額は、次表の範囲内で、災害の程度等に応じ墨田区規則（以下「規
則」という。）で定める額とする。 

区分 額 
学校管理下外の災害 死亡の場合 ６００，０００円

負傷の場合 １００，０００円
学校管理下の災害 独立行政法人日本スポーツ振興セ

ンターによる災害共済給付の対象
とならない災害 

２，５００円

２ 区長は、特に必要と認めるときは、共済見舞金の額を減額することができる。 
（昭５７条３６・昭６１条２２・平１８条６１・一部改正） 

（共済期間） 
第５条 共済期間は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 
２ 共済期間の中途において共済に加入した者の共済期間は、前項の規定にかかわらず、加

入した日から直近の３月３１日までとする。 
（共済期間中の加入資格の得喪と共済の効力） 

第６条 共済加入者が、共済期間中において加入資格を喪失したときは、その者の共済の効
力は失うものとする。ただし、その者が当該加入の共済期間中に再び加入資格を取得した
ときは、当該取得日以後の共済期間について、その効力を有するものとする。 
（共済掛金） 

第７条 共済掛金の額は、学童１人につき年額５０円とする。 

資料２ 



２ 就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励についての国の援助に関する法律（昭和３１年
法律第４０号）の適用を受ける者については、共済掛金を免除する。 

３ 既に納めた共済掛金は、返還しない。 
（区の負担） 

第８条 区は、次の各号に掲げる額を負担する。 
（１） 共済加入者数に共済掛金の額を乗じて得た額相当額 
（２） 前条第２項の規定により免除された者に係る共済掛金分相当額 
（共済加入の申込み） 

第９条 共済に加入しようとする学童の保護者は、規則の定めるところにより、共済掛金を
添えて（第７条第２項の規定により免除された場合を除く。）区長に申し込まなければな
らない。 
（共済見舞金の請求期間） 

第１０条 共済見舞金の請求期間は、次のとおりとする。 
（１） 死亡の場合 死亡した日から３月以内 
（２） 負傷の場合 治療の終了した日から３月以内 
（受給権の取消し等） 

第１１条 区長は、偽りその他不正の手段により共済見舞金の給付を受けた者があるとき
は、その受給権を取り消すとともに、既に給付した共済見舞金の全部又は一部を返還させ
ることができる。 
（受給権の譲渡等の禁止） 

第１２条 共済見舞金の受給権は、これを譲渡し、又は担保に供してはならない。 
（審査会） 

第１３条 共済見舞金の給付を公正に行うため、墨田区学童災害共済審査会（以下「審査
会」という。）を置く。 

２ 審査会は、区長の諮問に応じ、共済見舞金の給付に関し必要な事項を調査審議し、答申
する。 

３ 審査会は、次に掲げる者のうちから区長が委嘱し、又は任命する委員９人以内をもって
組織する。 
（１） 学識経験者 
（２） 青少年関係団体の長 
（３） 学童の保護者 
（４） 学校長 
（５） 区の職員 

４ 委員の任期は１年（補欠委員にあっては前任者の残任期間）とし、委員は再任されるこ
とができる。 
（基金） 

第１４条 当該年度の末日における共済見舞金の給付総額と共済掛金の総額及び区の負担額
の合計額との収支計算において剰余金が生じた場合、これを積み立て、後年度に共済見舞
金の給付財源に不足額が生じたときの補てん財源に充てるため、墨田区学童災害共済基金
を設置する。 
（委任） 

第１５条 この条例の施行について必要な事項は、区長が別に定める。 
付 則 

この条例は、昭和５６年４月１日から施行する。 
付 則（昭和５７年９月３０日条例第３６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
付 則（昭和６１年３月３１日条例第２２号） 

この条例は、昭和６１年４月１日から施行する。 
付 則（平成１８年１２月８日条例第６１号） 

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、第２条第３号及び第４条第１項
の改正規定は、公布の日から施行する。 



○墨田区学童災害共済条例施行規則 

昭和５６年３月３１日 

規則第１２号 

改正 昭和６１年３月３１日規則第１０号 

平成８年３月２８日規則第３９号 

平成９年４月１日規則第２６号 

平成１６年６月３０日規則第３８号 

令和４年３月１０日規則第３１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、墨田区学童災害共済条例（昭和５６年墨田区条例第１４号。以下「条

例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（共済見舞金の額） 

第２条 条例第４条に規定する共済見舞金の額は、別表のとおりとする。 

（共済加入の申込み） 

第３条 墨田区学童災害共済（以下「共済」という。）に加入しようとする者は、共済加入

申込書（第１号様式）を区長に提出しなければならない。 

２ 共済の加入日は、共済加入申込書が区長に提出された日とする。 

３ ７月２０日までに区長に提出された共済加入申込書（４月１日に加入資格がある者の共

済加入申込書に限る。）については、区長が不適当と認めるものを除き、４月１日に提出

されたものとみなす。 

（平９規２６・平１６規３８・一部改正） 

（共済加入証の交付） 

第４条 区長は、共済加入申込書の提出があったときは、加入資格の有無を確認のうえ、共

済加入証兼領収書（第２号様式）を申込者に交付する。 

（給付申請） 

第５条 共済見舞金の給付申請をしようとする者は、共済見舞金給付申請書（第３号様式）

に医師の証明書（第４号様式）を添えて、区長に提出しなければならない。ただし、別表

の２に定める９等級又は別表の３に該当する負傷に係る給付申請にあっては、学校長の発

行する副申書（第５号様式）をもって医師の証明書に代えることができる。 

（給付決定） 

第６条 区長は、前条の給付申請書の提出があった場合は、その内容を審査し、適当と認め

るときは、共済見舞金給付決定通知書（第６号様式）により申請者に通知する。 

２ 前項の給付決定通知書を受けた者は、速やかに共済見舞金給付請求書（第７号様式）を

区長に提出しなければならない。 

３ 区長は、前条の給付申請書の内容に疑義があるとき、その他必要と認めるときは、墨田

区学童災害共済審査会（以下「審査会」という。）の意見を聴くものとする。 

（届出事項） 

第７条 共済加入者は、次の各号に該当するときは、速やかに区長に届け出なければならな

い。 

（１） 住所又は氏名を変更したとき。 

（２） 学童が転校したとき。 

（３） その他区長が必要と認めるとき。 

（審査会） 

第８条 審査会に、会長及び副会長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 



２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

４ 審査会は、会長が招集する。 

５ 審査会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。 

（委任） 

第９条 この規則の施行について必要な事項は、区長が別に定める。 

付 則 

この規則は、昭和５６年４月１日から施行する。 

付 則（昭和６１年３月３１日規則第１０号） 

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

付 則（平成８年３月２８日規則第３９号） 

この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

付 則（平成９年４月１日規則第２６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成１６年６月３０日規則第３８号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（令和４年３月１０日規則第３１号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の第３号様式による用紙で、現に残存する

ものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

別表 

（昭６１規１０・一部改正） 

１ 学校管理下外で死亡した場合 

区分 共済見舞金の額 

(１) 各種団体行事参加中又は公共施設内での死亡 ６００，０００円

(２) 保護者の監督下外での死亡（(１)の死亡を除く。） ５００，０００円

(３) 保護者の監督下での死亡（(１)の死亡を除く。） ４００，０００円

２ 学校管理下外で負傷した場合 

区分 共済見舞金の額 

等級 治療期間 入院の伴う負傷 通院のみの負傷 

１等級 ２４１日以上 １００，０００円 ８０，０００円

２等級 ２１１日以上２４０日以下 ８０，０００円 ７０，０００円

３等級 １８１日以上２１０日以下 ７０，０００円 ６０，０００円

４等級 １５１日以上１８０日以下 ６０，０００円 ５０，０００円

５等級 １２１日以上１５０日以下 ５０，０００円 ４０，０００円

６等級 ９１日以上１２０日以下 ４０，０００円 ３５，０００円

７等級 ６１日以上９０日以下 ３５，０００円 ２５，０００円

８等級 ３１日以上６０日以下 ２５，０００円 ２０，０００円

９等級 ７日以上３０日以下 ２０，０００円 １０，０００円

３ 学校管理下で負傷した場合 一律 ２，０００円 
 


